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『第5回学⽣が選ぶインターンシップアワード』 企業応募データ ①
NO.　　　

企業・団体情報 インターンシップ情報

オリエンテーション　事前学習（実施項⽬） フィードバック内容詳細（⾃由記述）

オリエンテーション　事前学習 内容詳細（⾃由記述）

フォローアップ　事後学習（実施項⽬）

インターンシップ　実施項⽬ フォローアップ　事後学習（⾃由記述）

インターンシップ　内容詳細（⾃由記述）

⼯夫ポイント（⾃由記述）

教育的効果（⾃由記述）

改善活動（⾃由記述）

協⼒社員の属性

具体的社員交流

200036

200036

あなたにしかできない。見つけませんか？

2021年8月　2021年9月　2021年10月　2021年11月

10 3 35

特に対象とする学部はない

大学1・2年生の募集対象ではあったが特に積極的に募集は行っていない

いいえ

いいえ

いいえ 食事代の支給あり

全て対面で実施

【実務体験】実際の業務を一部実施　【疑似体験】課題に対するグループワーク（企画立案、課題解決、プレゼンなど）　【疑似体験】課題に対する個人ワーク　【交
流】社員の同行等による仕事見学やオフィス・工場・研究所などの職場見学　【交流】社員との座談会　【交流】参加学生との座談会　【その他】職業適性・自己理解
などを深めるワーク　【その他】人事や社員による講義・レクチャー　【その他】就職活動に対するアドバイス・レクチャー　その他

1日目
■オリエンテーション
～＃自己紹介～
普通の自己紹介ではなくあなたの＃を使っていただきます。
相手の事を聞くこと知ることの大切さを感じてください。
自己分析や面接対策にも役立つ！

■クルマ　理解体験
～「売り手」として商品を理解してみよう～
クルマの特徴・安全性・楽しみに触れ、どのようにお客様の魅力を伝えるかをイメージしよう。

■ディスカッション
～インターンシップ参加者全員で！～
今後の活動への不安が少しでも軽くなるよう
参加者みんなで話してみませんか
カローラ岡山のスタッフも参加させていただきます。　

2日目
■お客様面談
～お客様のリアルな声を聴いてみよう～　
トヨタカローラ岡山のお客様のリアルな声をスタッフとともに聴き
【トヨタカローラ岡山の営業職】のイメージを具体的に膨らませましょう。

3日目
■営業職について
～カーディーラーの営業職～
クルマを通じてお客様と関わっていく営業職。
商品を販売する楽しさや難しさ、仕事のやりがいを感じてください！
お客様とどこまで関わっていく営業職なのか深く関わることでどんなことが起こるか！
トヨタカローラ岡山の営業職の働き方を知ってください。

4

課長（マネージャー）　社外の人（お客様、取引先など）　内定者

インターンシップ期で学生に紹介している社員はキャリア２０年以上の店長職の社員を紹介しています。就業体験を提供していくに長
年この仕事に就いて多くの経験やドラマを持っている社員が良いと考えインターンシップ開催場所店舗の店長に交流をしていただいて
おります。具体的には、約１時間で自動車業界への想い、過去・現在・未来の販売環境の変化への想い、部下への想い、仕事への想
い、会社への想い、お客様への想い、就職活動への想いなどクルマに携わる仕事のプロとしてお話していただき、参加学生にも自動車
業界の未来やカーディーラの未来について一緒に考えてただいております。

見る。聴く。体や心で感じてもらえるプログラムをご用意しました。
インターンシップ開催場所を可能な限りショールーム内で行っています。
ショールーム内であれば、お客様もご来店されますし、スタッフのショールーム内での仕事も見ていただくこともできます。自社の業務
を理解していただくにお客様とスタッフとの関係を知っていただくことが一番重要と考えお客様と一番接点を持つ場所を選びました。
プログラムは全体的に自社業務の基礎を体験していただけるコンテンツを用意しました。
入社１年目で必ず行うことを中心にし私たちの仕事は常に何を売らないといけないのか？をインターンシップのコンセプトにしました。
参加していただく学生様に就業体験からこの仕事へのあこがれを抱いてもらいたいという願いも込めて学生様が仕事へのやりがいを心で
感じていただけるよう当社のお客様にもインターンシップへご参加していただき、私たちの仕事をどう思っていただけているかを社内以
外の方からお伝えしていただく場を提供しました。

今後の学生生活での人との新たな出会いの中で自ら積極的にコミュニケーションをとれるように３日間のインターンシップすべてにあ
なたのハッシュタグを用いた自己紹介に取り組んでます。フレーム的な自己紹介よりあなたらしさは自身のハッシュタグを相手に開示
すること、相手のハッシュタグに興味をもつことでより豊かで気持ちの良いコミュニケーションがとれることに気づいてもらえれるよ
う取り組みました。
学校内またはアルバイト等様々なシーンで活用できると考えております。

参加していただく学生様に良いものを提供していくには私一人では良いものは創れないと考えております。
当社のインターンシップは社内・社外多くの方にお力をお借りして
開催できています。お客様や内定者達。人事部以外の社員など、より良いものにしていくには私以外の方のインターンシップへの参加が大
切と考えております。特に内定者達とはインターンシップブラッシュアップミーティングを行い昨年参加して深く仕事を理解できたコンテ
ンツは何だったか？引き続き行うのがよいか？他に体験したかったことはなかったか？などのインターンシップへのフィードバックをもら
い一緒に創っています。
その後、内定者達にもインターンシップに参加をしてもらい本年度のインターンシッププログラムの企画に携った者として、インターン
シップ経験者として本年度の参加者と共にに学んでいます。参加内定者達には経験者として伝える重要性やアウトプットをする場として。
私は昨年と違う人間がインターンシップに参加をすることで私だけでは創ることのできないインターンシップを創り上げるようにしていま
す。

インターンシップの内容説明　インターンシップ参加目的の明確化

一方的なインターンシップにしないために、プログラム参加前にエントリー者全員に個別にてインターンシップへのニーズを伺うため
の個別面談のお時間をいただけるか電話にてお願いをしています。
その方がなぜインターンシップに参加するのか？【当社のインターンシップ限定ではなく】当社がなぜインターンシップをするのか？
をまずお聞きし、お伝えさせていただきます。その後、インターンシッププログラムのプレゼンをさせていただきナビ画面上だけでは
見えてこないなぜこのコンテンツを行う理由や想いなどをお伝えしています。その後、参加する価値があると感じていただければ是非
ご参加くださいとお伝えしています。ここで参加を辞退する学生様もいますがイメージとのギャップをすこしでも埋めたいと思い行っ
ているのでそれで良いと考えております。

グループに対する口頭でのフィードバック　個人に対する口頭と書面の両方

30分～1時間未満 プログラム期間中複数回実施した

当たり前のことですが改善が必要だと感じたことはしっかり伝えています。
なぜそう思ったか？改善されるとこんな良いことがおこる可能性があるなど
特にノンバーバルなコミュニケーションで感じたことでのフィードバックが多いです。逆に良いと感じたことは本人のストロングポイ
ントと捉え、もっと良くなるためにどう磨いていくかのアドバイスを伝えています。インターンシップで回していきたいサイクル３Ｃ
があります。
・challenge ・confidence ・change
この３つができているかを確認しています。

学生自身によるインターンシップ経験の振り返り・学びの言語化　個人面談　インターンシップ終了後の定期的な連絡・フォロー

非上場

担当者からのフィードバックではプログラム終了後にフィードバックシートの作成を行っています。インターンシップ期間を通して私
が見て聞いて感じたことが中心ですが担当者以外の参加者から聞こえてきたことも書き込まさせていただいてます。本人のストロング
ポイントと感じた所は『社会人基礎力』の項目を使い、例えば発信力・主体性が強いと感じました。理由は１日目のワークでこんなこ
とを進んで行っている姿がみられたので。などなぜそう思ったかを実際に行っていた行動でフィードバックシートに書き込んでいま
す。インターン期間中に作成をしていただいたワークシート等も一緒にファイルに閉じ基本郵送にてお渡しをしております。
本年は可能な限り直接手渡しで行いたいと考えております。

300～500人未満

商社


